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4分子マ ー カ ー を利用した小麦赤さび病抵抗性遺伝子Lr34及び

Lr46の効率的な選抜法
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〔要約〕小麦の倍加半数体系統群において、育種に 広く利用されている赤さび病抵抗性遺伝子Lr34及
びLr46に連鎖するマイクロサテライト(SSR) マ ー カ ーを組み合わせることにより、両遺伝子を識別
して赤さび病に対する抵抗性の効果を明らかにでき、 赤さび病抵抗性系統を効率的に選抜できる。
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［背景· ねらい］
小麦の赤さび病は世界的に重要な病害であり、開発途上地域における小麦の持続的生産にとって耐病性

品種の育成は不可欠である。広く利用されている抵抗性遺伝子Lr34やLr46等は病原菌のレ ー スに対する
特異性がないために各遺伝子の同定が容易ではなく、さらに環境によって抵抗性評価が左右され易いた
め抵抗性育種に困難を伴う。そこで個々の抵抗性逍伝子に連鎖する分子 マ ー カ ーを見出し選抜の指標と
することで、抵抗性遺伝子型の同定と逍伝子集積の効率化を固る。

［成果の内容• 特徴］
1. 国際トウモロコシ・コムギ改良センタ ー における平成 12年及び 13年の赤さび病検定デ ー タをComposite

Interval Mapping法 で解析すると、1B染色体長腕端部及び70染色休短腕上にオリゴカ ーム及びフクホコ
ムギ由来で寄与率がそれぞれ約26%及び40%の2つのQTLが検出される。染色体上の位置から、 これ
らは既報の圃場抵抗性型(slow rusting)遣伝子のLr46と Lr34と推察される（図1)。

2. 2つのQTLに最も近いSSR マ ー カ ー の遺伝子型に基づく罹病性程度の差異は、Lr34のXgwm295で
は40.l% でLr46 の Xwmc44では25.5%である。双方を組み合わせた場合、罹病性程度の差は6 1.6%で
あり、マ ー カ ーを利用して抵抗性を大きく向上することができる。（表1)。

3. これらのマ ー カ ーを用いて抵抗性系統を選抜した場合、全集団平均の 3l.2%より約 20%抵抗性の嵩
い系統（平均ll.3%)を選抜できる。表現型では判別できないLr46 とLr34の双方を持つ系統を選抜す
ることも可能である（図2)。

［成果の活用面・留意点］
I. 小麦の赤さび病抵抗性育種現場で、Lr34及びLr46造伝子を集積した抵抗性系統を効率的に選抜でき

る。

2. マ ー カ ーを用いてLr34及び Lr46遺伝子を識別できるため、個々の系統の持つ赤さび病抵抗性遺伝子
が同定できる。

3. Xgwm295は多型の頻度が高いため多くの両親組み合わせに適応可能であるが、Xwmc44はその適応範
囲についてさらに検討を要する。

4. 今回解析に用いたデ ー タ の調査時点でぱ罹病l生程度に関してLr34の存在下でLr46の効果は見られな
かった。しかし、成熟後期や異なる環境下では複数の抵抗性逍伝子を有する方が高度な抵抗性が得ら
れる。
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表1 マ ー カ ー の遺伝子型による赤さび病罹病性程
度の違い

マ ー カ ー 遺伝子型 2年平均罹病性程度
Xgwm295 
(70S) 

フクホコムギ
オリゴカ ー ム
差

11.9 
52.1 

-40.1
Xwmc44 
(lBL) 

フクホコムギ
オリコカ ー ム
差

44.9 
19.5 
25.5 
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1B長腕端部及び7D短腕に検出された赤さび病抵
抗性に関与する2つのQTL
白三角及び黒三角はそれぞれ動原体及びQTLの位匹を示す。

太い線は2ヵ年のテ ー タを同時に解析した結果を示す。

Likelihood Ratio=13.8 は LOD スコア=3.0 (a =0.042) に相当する。
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• 1: 異なる文字は有意差(P < 0.05)があることを示す。
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マ ー カ ー の遺伝子型に基づいて分類した集団の罹病性程度の頻度分布
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